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 令和５年６月２９日（木）午後１時３０分より令和５年度第１回泉大津市総合

教育会議を泉大津市役所３階大会議室に招集した。 

 

 

出席委員等 

 市 長 南出 賢一 

教 育 長 竹内  悟 

教育委員 西尾  剛 

教育委員 池島 明子 

教育委員 奥 健一郎 

教育委員 澤田 久子 

 

出席事務局職 

政策推進部長            東山 博文 

政策推進課長            野村 忠明 

 

教育部長             丸山 理佳 

 教育部次長兼教育政策統括監    鍋谷 芳比古 

教育部教育政策課長        大塚 和弘 

教育部指導課長          藤谷 考志 

教育部生涯学習課長        中山 裕司 

教育部スポーツ青少年課長     大和 宏行 

健康こども部参事兼こども育成課長 里見 崇 

指導課長補佐           松葉 康孝 

指導課長補佐           森田 有加里       

 教育部教育政策課         三上 達朗 

 教育部教育政策課         友永 彩絵 

 

 

協議事項 

（１）学校給食について 

（２）学校水泳授業の民間委託状況について 

（３）英語イマージョン教育について 

（４）いじめ防止相談ツールについて 

（５）その他 
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会議の顛末 

 

開会の挨拶 

 

◆市長（南出賢一）皆さんこんにちは。委員の皆さま、お忙しい中、泉大津の教育

のために費やしていただきましてありがとうございます。今年度第１回目の総合

教育会議ですが、教育委員会事務局も新体制で動き始めていまして、今回も議題

が非常に多くなっており、大事な案件がいろいろ進んでいますので、ぜひ情報共

有させていただいて、忌憚のないご意見をいただきながら、より良い方向性を一

緒になって見出していける、そんな時間になれば嬉しいなと思います。限られた

時間ですので、効率よく進めさせていただければと思いますが、ここはしっかり

協議しておきたいという部分があれば、積極的にご発言いただきますようにお願

いいたします。 

 

 

（１）学校給食について 

 

◎教育政策課長（大塚和弘）学校給食の取組みについて報告する前段として、昨年

度の教育委員会会議でも報告いたしましたが、本市では、平時における安全・安

心な食の提供と不測の事態に対応しうる安定的な食糧確保を目的とした、「安全・

安心な食糧の安定的確保に関する構想」を策定いたしました。構想概要を改めて

説明いたしますと、日本の食料自給率の低下による多くの食料における輸入依存

度の上昇、農業従事者の減少や高齢化、農地の減少により農業の生産基盤が一層

脆弱化することが危惧されております。さらに国際紛争等に伴う輸入食料の減少

や流通の途絶、異常気象による不作等の事態が生じれば、安定的な食糧供給が危

ぶまれることが市民の暮らしを守るうえで大きな課題であるという認識に立ち、

食料のなかでも栄養価やカロリー貢献度が高い米の安定的な確保が市民にとって

最優先であると捉え、本構想を策定いたしました。具体的には、米の生産地であ

る自治体様と食糧確保に係る関係構築を行い、平時では供給いただいた米を学校

給食等で使用することで安定した消費ルートの確立が可能となり、農業の持続的

な発展に寄与していくという取組みが主なものになります。また、食糧としての

米をまとめて購入して保管しておくことで、食料価格の高騰や輸入の途絶等の不

測の事態が生じた場合においても市民への食糧提供が可能となります。 

  この独自のサプライチェーンの構築にあたっては、生産・保管・加工・消費ま

でが効率的に運用できるよう官民連携体制を確立するべく、現在、東洋ライス株

式会社様と包括連携協定を締結し、購入した米の保管・精米・炊飯業者への配送

を同社が全て担うことに加え、同社が有する「栄養とうまみが多く含まれる部分

だけを残す金芽米加工」を施した米を提供していただいたうえで、効率的な体制

の確立に向けて検証を行っております。従って、学校給食については、これまで

資料１枚目に記載のとおり、本市も学校給食会に米等基幹物資調達に関する業務

を一括して外注する運用でしたが、今年度からは、資料２枚目に記載のとおり、

本市が直接米を購入し、購入した米の保管・精米・配送を一括して東洋ライス様

が担うというスキームによって運用を行っているところでございます。さらには、

学校給食による消費をベースとしているため、これまでは慣行米等が提供されて

おりましたが、子どもたちにとってより体に良い食材を提供したいという思いか

ら、学校給食で使用する米については、特別栽培米や有機米に位置付けられる米

を提供しております。 
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  資料３枚目は、購入させていただいた生産地、熊本県人吉市に学校給食担当職

員と栄養教諭が伺い、直に生産者様と意見交換をさせていただき、生産環境や生

産方法、生産に関する想い等を伺い、本資料を作成し、学校内で児童・生徒に周

知することで食育の一環としての取組みとしております。 

  資料４枚目は、東近江市の米を導入した日について、学校内で周知するための

資料ですが、この資料の作成時には、まだ現地に伺えていない段階でしたが、東

近江市には一昨日、担当職員が現地を伺ったところで、現地に行ったことで児童・

生徒に食材の良さなどを伝える情報や視点が全く変わったと報告を受けておりま

す。 

  このように顔が見える関係構築を図ることで、両者の想いが共有され、学校に

お越しいただいたり、オンラインでの交流を図る提案もなされたりするなど、多

岐にわたる効果が生まれていると感じているところでございます。 

◆教育委員（奥健一郎）説明ありがとうございました。学校給食の課題を教育委員

会と市長と一蓮托生ですごいところまで来ているなと思います。全体のスキーム

を見ると、先進的な民間企業が入っている一方で、ＪＡや学校給食会のような従

来から担っている組織もあります。先進的な取組みに対して従来からあるような

組織はどのような立場でものを考えているのか、例えば、考え方としてぶつかっ

たりするところがあるのか、そういうところがあればお聞かせいただければと思

います。 

◎教育政策課長（大塚和弘）学校給食会との関係におきましては、やはり他市とは

違う動きをするという所で、前向きな議論になりにくい部分というのは現実的に

あるとは思います。 

◆市長（南出賢一）私から補足させてもらいますと、まず教育委員会と連携してい

る市の話からしますと、「安全・安心な食糧の安定的確保に関する構想」というも

のを泉大津市は策定しています。食糧問題が今非常に危険な状態だということは、

奥委員もよく分かると思いますが、全国の農業従事者が７０歳以上で、僕も直接

行って分かるのですが、資材価格の高騰、円安等で生産力が落ちる一方なんです

ね。落ちるしかない。伸びることはまずないです。サプライチェーンをシンプル

にして、この仕組みを作ったことによって、例えば和歌山県橋本市の現地に行く

と、農地が復活をした。給食という出口がしっかりあるので、安心して作れて、

かつ、流通がシンプルになり、中抜きがされませんので、簡単に言うと手数料が

取られないです、流通がシンプルなので。すると農家さんの粗利が上がる。この

やり方が非常に大事だということを我々は気付いています。先般も農水省の生産

局長とお会いをして、最近オーガニックビレッジといって、持続可能な農業、そ

こに健康も考えて地域ぐるみで取組みを進めるという制度作っているのですが、

人口の少ない農山村しか手を挙げられないんですね。人口が多いのは都市部だけ

ど、都市部は農業がない。ということは、農山村とブリッジをちゃんとかけない

と、持続可能にならないよねということで、今、泉大津が第１号でそれをしてい

る。何とかこのモデルを全国に広げたいということで、協働できないかというこ

とで農水省にサポートしていただこうと思っています。 

今、学校給食の話がありましたので、私からも質問したいのですが、学校給食

会って、そもそも機能しているのですかという話です。戦後の食料が不安定だっ

た時は、当然機能していたと思いますが、平気でマーガリンやショートニングな

どを使っているんですよね。アメリカだったら 2018年に食品添加に関するものは

禁止している。トランス脂肪酸など人工的に作ったものは良くないよねと分かっ

ているものを平気で使っていたり、トレーサビリティが全然できていないです。

ただ、今までの仕組みだから、皆さんはたぶん何も考えないで使っているんです
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けれども、そもそも本当に子どもの健康を考えているんですかとか、牛乳につい

ても成長促進剤を使っているだったりとか、いろいろそういったトレーサビリテ

ィはどうなっているんですかということは、教育委員会を通じて調べても出てこ

ないですよね。これって子どもの健康にとって善なんでしょうか。考えているん

でしょうか。楽だからそこに乗っかっている感覚はないですか、というのが僕の

問題提起なんですよ。なので、バッティングするもなにも、本当に学校給食会は、

そういう意味では健康に寄与しているのかということを、教育委員会としてどう

考えているのかなとすごく感じるところです。この議論をすると尽きないですが、

そういう問題意識もすごくある。平気でショートニングと書いていますからね。

海外では禁止をしていっている、使わないんです。 

◆教育委員（奥健一郎）私が学校給食会についてちょっと不勉強なところもあった

のですが、今お話を伺って、なんとなくイメージとして掴めてきました。ありが

とうございます。 

◆市長（南出賢一）健康に関しては、ずさん過ぎますね。民間はトレーサビリティ

は当たり前ですが、そんなことすらしていない。だからそこに対して疑問を持た

ないとだめではないですか。何のための学校給食会ですか。 

◆教育委員（西尾剛）今の続きになりますけれども、米は直接ＪＡから購入する。

で、保管・精米・配送は東洋ライスに委託する。炊飯はサンエッセンについては、

泉大津市が直接契約して炊飯してもらう。で、アサヒフーズだけは、学校給食会

に委託して学校給食会がアサヒフーズと契約するとなっているのですが、例えば

直接購入するんだったら、炊飯も直接できるように思うのですが、なぜアサヒフ

ーズだけ学校給食会を通じてということになるのですか。 

◎教育政策課長（大塚和弘）配送の時間等の関係で、炊飯工場は近隣に立地してい

るというのは大前提としてある中で、他市の給食も担っているという事情がある

ので、曜日だったり炊飯の時間帯の調整を学校給食会で担っているという所で、

炊飯については学校給食会を通じて契約を結んでいるというところです。 

◆教育委員（西尾剛）要するに直接アサヒフーズとは契約できないということです

か。 

◎教育政策課長（大塚和弘）できないかどうか、はっきりは申し上げられないので

すが。 

◆市長（南出賢一）私も疑問に感じています。なぜ学校給食会をかまさないといけ

ないのか、委員の皆さんも頷いていますが。楽ですよね、そのままやっていたら。 

◆教育委員（澤田久子）今度中学校が、自校で作る給食場を作るって聞いていて、

ここでは炊飯もするようになるのですか。 

◎教育政策課長（大塚和弘）その予定で設計しております。 

◆教育委員（澤田久子）そしたらそこはもう通さなくてもいい流れになるんですよ

ね。だから小学校も、それができれば一番良いわけですよね。 

◆市長（南出賢一）私もその通りだと思います。ずっとこれについて意見交換をし

ていますが、そもそも学校給食会は本当に機能しているんですかということを考

えたときに、教育委員会どうなんですか。中学校は自校で炊飯もできるようにな

る。ただ、小学校は今の設備のキャパとかを考えると改修が必要になるのかもし

れないですが、ただこれも自校で、自分たちで炊飯もできた方がより効率的じゃ

ないですか。で、災害の時の拠点の話もありますよね。避難所になるとなった時

に炊き出し拠点として一番機能するのが学校給食なんですよね。調理室なんです

よね。そう考えたときに、小学校もゆくゆくは自校で炊飯できるようになるとい

うのが一番合理的だと思うのですが、そのあたりどう考えますか。ということで、

澤田委員と同じような考えかなと思い、付け足させてもらいました。 
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◆教育委員（澤田久子）そういうことです。 

◎教育政策課（高寺祐平）給食の担当をしている保健給食係の高寺と申します。ご

意見いただいたとおり小学校の炊飯に関してというところで、現状が、まず、米

を直接購入させていただいて、提供するといった辺りで東洋ライスさんに絡んで

いただいているのですが、既存の流れでその学校に配送する面とかも含めて、ア

サヒフーズにしていただく方が業務的に、というところがありまして、そのため

には学校給食会と一応契約を結ばないといけないということがありましたので、

この流れになっています。ご意見いただいた通り、何が一番ベストなのかとなる

と、これがベストな形ではないと思うのですが、そのタイミングでできる方法と

いうことで、この契約も含めて、今はこの中でさせていただいているというのが

現状です。 

◆市長（南出賢一）いまのところね。ベストじゃないけどということなので、ベス

トの方法を。費用面だけではなくて、やっぱりサプライチェーンはシンプルな方

が良いと思うので、その辺りをぜひ今後も引き続き研究をしていただきたいと思

っています。質問があるのですが、頑張っていただいて、中学校給食で出してい

たパンを国産小麦のパンに変えていただいたんですよね。これは大きな前進だな

と思っています。ただ、小学校が米飯回数を増やしてるということは良いことだ

と思うのですが、まだパンで、グリホサート、ネオニコチノイド系の農薬の多い

外国産小麦とショートニングを使っているんですかね。まだ原料にマーガリン、

ショートニングが使われていますよね。これって体に悪いということがはっきり

分かっているのですが、悪いものを出す根拠って何ですかね。何のために出すん

ですかね、体に悪いって分かっている。マーガリン頑張ってやめたじゃないです

か。中学校が前進してくれたのは良かった。何のために悪いと分かっていて出す

んですか。学校給食は何で悪いとはっきりと分かっているショートニングと書い

ているんですか。せっかく足し算で良いもの出そう、引き算しようと頑張ってい

るのに、こういうのが１個あるだけでもったいないなと思うんですよ。これは食

育ですか。 

◎教育部長（丸山理佳）市長、問題提起ありがとうございます。事務局の中でも議

論は食育担当も通じてしている途中でして、ショートニングはもちろん悪いとい

うことを分かりながらということはあるのですが、先ほど高寺からも申し上げま

したように、徐々に進んでいるという状況でして、小学校のパン食をまずは米飯

に切り替える。まずそれが一歩。もう１つは、絶対数を確保しなければならない

という、数量的な問題もあって、現在まだそこに移行はしておりません。ですが、

担当課も問題意識を持っておりますので、次の段階に少しずつですが進めていき

たいと思います。 

◆市長（南出賢一）悪いもの出すより米を出した方が体に良いんじゃないですか。

そもそも悪いもの入れない方が良いんじゃないですか。子どもの一食と大人の一

食は違うんだから。そこどうなんですか、どう説明したらいいんですか保護者に。

悪いけど出していますと言ったらいいんですか。大丈夫ですと言えないんですよ、

分かってるから。これがまず１点、問題提起でもあります。もう１点は、委員の

皆さんともずっと昨年に議論をしてきて、ゆくゆく米、味噌、これについては市

費を投入しますと。そうすることで、中学校で１食 60円、小学校で 50円、米代

が浮きますよね。そして、できるだけ減農薬、オーガニックにして、金芽米にす

る。50 円 60 円分を市費で投入して米、味噌を買うことで、給食が 5、60 円ゆと

りが出るので、その分で食材の値段がこれから上がっていくしかないので、上が

る分を吸収したり、よりよい給食を提供していけますよねという話をずっとさせ

ていただきました。みんなの努力で、市費を投入して、実際それが今年度から実
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行されていますよね。となったときに、ときめき給食を去年から頑張っていただ

いて、非常に現場でも良い評判もたくさん出ていると思うのですが、月２回です。

昨年予算投入した分、ときめき給食は通常給食プラスたぶん 50円だと思うんです

よ、だいたい。で、今年で言うと、米・味噌の分は市費を投入したことによって、

毎回の給食でだいたい 50円から 70円、ゆとりがあるんですよ、計算すると。と

いうことは、極端なことを言うと、ときめき給食が去年と同じ２回っておかしい

んじゃないですか。だから常時できるくらいに増やさないといけませんよねとい

うことを去年もずっと言ってきたんですよ。なぜ今年月２回なんですか。その 50

円浮いた分、毎食プラスオンですよ。その分、どう給食を改善しているんですか、

良くなっているんですか。我々は、予算を投入した分、日々進化していることを

言えないといけないんですよね。そこの努力ってどこにあるんですか。言いまし

たよね、常時ときめき給食できるんじゃないですかと。常時が無理でも倍くらい

できるんじゃないですか、もっとできるんじゃないですか。週１とか週２とか。

そこの努力しろはどこにいったの。実際毎回計算したら、50円以上良くなってい

るんですよ。どう変わってるんですか、給食、去年と。これはずっと議論してき

たから聞いているんですよ。 

◎教育部長（丸山理佳）回数は確かに今、月２回ということになっていますが、と

きめき給食以外の全体の食材の充実も今、図っております。実際に、今まで出せ

なかった食材を確保して提供しているという担当係員の努力もあります。ただ、

今２回ということになっているので、回数にこだわるとするならば、３回４回に

増やす。もしくは、ときめき給食は特別な給食なんだということを児童生徒にま

ずはＰＲしていこうということでときめき給食がスタートしていますので、その

段階をしっかり踏んでいく。中身の充実はもちろん、それ以外もしているという

ことがなかなか伝わってはいないかもしれないですが、全体的には食材の充実も

含めて図っております。ただ見せ方として今が２回になっているので、なかなか

伝わらない部分はあると思います。 

◆市長（南出賢一）そうですよ。毎回 50円ですよ、毎回。大きいですよ。それが２

回から変わらないで、日々変わっていますと言えなかったら、なあなあで終わっ

てしまうんですよ。せっかく良いことしているんだったらシティプロモーション

しようという中身が見えないです。それは怠慢と言われても仕方がないですよ、

もったいないじゃないですか。具体的にどう良くなっているかというのが見えな

いと、せっかく市の予算を投入しているんですから。当然価格高騰分もあるでし

ょう。それがあったとしても浮いているはずなんです、毎回ですから。そこをど

う改善していくんですか。２回でいいんですか、ときめき給食って。これはずっ

と問題提起してきた話です。すみません委員の皆さん。僕はそう思うので、どう

してもこれは伝えたいので言わせてもらっています。 

◎教育部長（丸山理佳）ときめき給食の回数を３回、４回にするのか、そういう形

で見せていくのか、また、別の形で見せていくのか。確かに食材は４月以降も良

くなっています。９月以降はさらに良くなるメニューも考えておりますので、見

せ方については課内も含めて議論していきたいと思います。 

◆市長（南出賢一）ぜひやってください。毎回 50円ですから。食材もまた上がって

いきますよ。ということは、ずっと言っているように独自の調達機能、学校給食

会とかではなくてサプライチェーンを自分たちで作るという努力をしないと、価

格が上がってそこで終わってしまったら意味がなくなってしまうので、その辺り

研究していると思うんですけど、いつまでにこれ作るんですかね、独自の調達機

能。今進めていますか。これもずっと議論してきたことなんです。目途はいつで

すか。こっちで作ったらいいんですか、市長部局で。これずっと問題提起してき
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ているんです。いつまでに作るんですか。 

◎教育部長（丸山理佳）教育委員会だけでサプライチェーンを構築することは非常

に難しいと考えておりますので、教育委員会だけで調達をするとするならば、泉

大津市学校給食会を立ち上げるのかという議論にもなります。食糧の安定的確保

に関する構想があるなかで食糧問題も動いてきていると思いますので、関係部局

としっかり協議していく必要があると考えております。 

◆市長（南出賢一）足は運んでいるんですか、調達する先に、自分たちで。それく

らいしているんですか。食材について個別で１年間何をどれだけ使っているかと

いうことを出してくれと今まで言ってきたんですよ。じゃあどれだけ調達しない

といけないか分かるよねと。これはもう棚卸ししているのですか。１年以上前に

聞いていますが。一向に連絡が届かないのですが。それも分からなかったら、ど

こに何を調達しに行ったらいいか分からないんです。出してくれていますか。な

ぜ僕がこれを聞くかというと、この議論をしないと何をどこに調達しに行ったら

良いか探しに行けないんですよ、米は行っているけど。これ何回も言いました。

やっていないんだったらやっていないと言ってください、やるんだったらこれか

らやると言ってください。 

◎教育部長（丸山理佳）正直なところ、教育委員会自らで調達するという動きはし

ておりません。 

◆市長（南出賢一）だからそれは分かったけど、何を給食でどれだけ年間使ってい

るかということ、個別に野菜とか食材、量であったり単価であったり、それを棚

卸ししてちゃんと教えてと前から言っているんですよ。それが分からなかったら

調達先を探しに行けないですよね。 

◎教育政策課長（大塚和弘）それは早急に資料として提出します。 

◆市長（南出賢一）なぜやっていないのですか、何回も言っているのに。なぜここ

であえて言うかというと、毎回毎回ちゃんと進化させようという話なんです。仕

組みが大事なんです、仕組みが。価格高騰していきますよ、食材を疎かにできな

いでしょ、子どもたちのために。危機感があるんですよ。その危機感を共有した

いんですよ。 

◆教育長（竹内悟）ちょっといいですか。今市長がおっしゃっている部分というの

は、確かに学校給食会の闇の部分で、僕も悩んでいるところはいっぱいあります。

ただ、調達先のこととか、今後の学校給食の泉大津市バージョンのあり方とかい

うものを、実際に担当と話はブレストレベルではしています。ただ、調達先はど

うですか、量はどうですかと言われたときに、現実的に今の人員だけでそれをや

っていくという仕事量になると、多分パンクすると思います、今の人数では。申

し訳ないですが、それをするというのであれば、ちゃんと人事要請をさせてもら

って、例えばチームを作るとか、今後の泉大津市の学校給食にあたってのプロジ

ェクトチームを作るとか、何かそういう一歩進んだところを計画して、市長部局

にも要請しながら進んでいかないといけないんじゃないかなと思っています。 

◆市長（南出賢一）一歩進むとなると、多分プロジェクトチームが要ると思います。

ただ、そこに行くまでに棚卸しはすぐできますよね、人員関係なく。年間どれく

らい使っているのかということを早く出してくれと前から言っているので、そこ

はすぐできますよね、分かっているんだから、表にまとめたらいいのだから。そ

この共有からしていきましょうよ。その上で次のステップだと思うので。前提が

進まないことには何も進まないので。ぜひその辺りお願いしたいと思います。教

育長、それでよろしいですか。 

◆教育長（竹内悟）はい。実際に先ほど澤田委員が言ってくれたように、中学校の

給食が大きく変わります。僕自身は、それを目途に泉大津も変わっていけばいい
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と思っているので、スピード感が無いと言われればそれまでかもしれませんが、

それをきっかけにアナウンスできていったらいいなと思っています。 

◆市長（南出賢一）なので、中学校給食が始まるときには独自のサプライチェーン

が要りますよね、そうなると。それまでにですよね。だから、それまでに独自で

調達できるサプライチェーンを確立しましょうということで間違いないですよね。

なので、中学校が大きく変わるタイミングには、学校給食会だけに頼るのではな

くて、自分たちで調達できるシンプルなサプライチェーンを作りましょうという

のが今回の方向性だと思います。委員の皆さんどう思いますか。その方向が大事

かなと思うのですが。 

◆教育委員（西尾剛）要するに米だけではなくて、野菜とか、それ以外の副食の全

部を含めて給食会以外から調達する可否を判断したいと、そのための資料として、

今どれだけのものをいくらの価格で仕入れているかということを早く出していた

だきたいということですかね。 

◆市長（南出賢一）まさにそうですね。下地を棚卸ししないと、どこからどう仕入

れたらいいのかという最適解が見つかりにくいので、まずやりましょうという話

です。 

◆教育委員（奥健一郎）冒頭に学校給食会の話をさせていただいたわけですけども、

急所と言いますか、このスキームが流れていく上で、行政としていろんな重要な

ものがあったりすると、そのことも考えながらというのが、いつの間にかブレー

キと言いますか、そこら辺を調和させながらみたいな無意識の意識が働いたり、

いろんなことがあって、そういうような空気感がある。それは僕も官僚にいたか

らよく分かるんですよ。そこですよね、その空気感を打破していこうというよう

な、そこのコミットメントが必要かもしれないです。 

◆市長（南出賢一）よろしいでしょうか。長くなってしまって申し訳ないのですが、

大事な方向性を出していきたいという思いがあったので、詰めて議論させていた

だきました。 

 

 

（２）学校水泳授業の民間委託状況について 

 

◎教育政策課長（大塚和弘）こちらの資料は、公共施設の在り方を検討する中で、

学校プールのあり方について庁内で検討した際に提出した資料です。現在の学校

プールの運営の課題といたしましては、やはり天候の問題により、授業時間の確

保が不安定であるということ。それから、水泳授業に対する教員の負担の部分、

また、維持管理において費用の増大、これらを大きな課題と認識しております。

その課題をどのように解決するのかというところで、昨年度に条東小学校をモデ

ル校として、１校だけですが民間委託による水泳授業を実施いたしました。１年

生から５年生は５回、６年生は着衣水泳を含めて６回、駅前にあるルネサンス泉

大津という事業者に委託し、一回当たり 50 分の水泳授業を実施しております。移

動につきましては、バスの手配も含めて委託するという形で、実際の指導体制と

しましては、指導スタッフが４名から６名、陸上監視スタッフは常時２名という

仕様で委託をいたしました。こちらが実際の昨年度の水泳授業の様子です。各グ

ループに最低でも１人のインストラクターがいて、合計４名から６名のインスト

ラクターで水泳授業の実技の部分の指導をしていただいたというところです。 

こちらが実際に、６年生が着衣水泳を１回実施しているところです。こちらも

ルネサンス泉大津の方に指導を委託しております。実際に水泳授業を終えての児

童のアンケートですが、水泳を習っていないのに２５メートルまで泳げた子であ
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ったり、ゴーグルをつけても目を開けられなかったのに、ゴーグルを外しても目

を開けられるようになった、というようなコメントがありました。また、ルネサ

ンスのインストラクターに対しては、「優しかった」や「おもしろかった」という

好意的な印象が多数を占めています。インストラクターに教えてもらうことによ

って、自分もスイミングのインストラクターになりたい、というような波及的な

効果もあるようです。水泳授業に対する印象も「楽しかった、また教えてほしい」

と答える児童が圧倒的に多かったです。 

一方で、教員にもアンケートを行いまして、17人ではありますが、全員が今回

の事業の目的について達成できたと回答しております。また、来年度委託も民間

委託による水泳授業を実施したいと全員が答えております。 

そういった効果を受けまして、今年度から小学校全校で民間委託を実施いたし

まして、４社、５つの水泳事業者で民間委託による水泳授業を進めてまいります。

全校民間委託をしてはおりますが、先ほど申し上げたように４社ございますので、

指導のクオリティの乖離がないように、事前の泳力アンケートも全校統一したも

のを教育委員会の方で作成いたしまして、この泳力アンケートに基づきグループ

編成を行い、同じ指導項目とすることで、評価についても知識・技能については

全校統一した評価基準となるように今年度から実施しております。 

実際に水泳授業の様子を動画でご覧ください。泳ぐ事ができる子はとことん泳

ぎますので、ビート版を使って練習する児童がいる横で、バタフライを泳ぐ児童

もいるという、幅広い指導も可能となっております。プールサイドに立たれてい

る学校の先生は支援学級の児童に付き添って、１対１で指導することができてい

ます。こういった形で、グループ分けを行い、より丁寧な水泳の実技の指導が行

われています。 

一方で、本市に限らずですが、課題があります。１つは移動時間についてです。

学校の敷地外のプールを使うことで、バスによる一定の移動時間が生じます。例

えば午前の１コマ目については、形式上１・２時間目の実施となっておりますが、

実際に学校に返ってくるのが３時間目の途中になってしまったり、午前の後半の

コマに関しては３・４時間目ですが、２時間目の途中に出発しているというとこ

ろで、移動時間というのは少なからず課題となってくるかと思います。課題の２

つ目は、民間プール施設の水泳授業受託件数です。キャパに限りがありますので、

こちらも課題になっていきます。近隣の市町村におきましても、やはり学校水泳

授業の民間委託をする対象校拡大の傾向が見られますので、そういった意味でも

大きな課題となってくるかと思います。 

◆教育委員（奥健一郎）ありがとうございました。非常に素晴らしい内容だと思い

ました。民間委託において、課題というのはキャパの限界などあると思うんです

けれど、質的なもので、長所短所あると思いますが、課題はありますか。 

◎教育政策課長（大塚和弘）先生ではないというところで、児童に対する接し方な

どで民間による水泳授業に否定的になってしまう児童がいたというのは聞いてい

ます。 

◆教育委員（奥健一郎）それは、制度的には教員免許を持っている人が傍にいれば

良いとなっているのですかね、民間委託は。 

◎教育政策課長（大塚和弘）実際プールサイドには担任の先生がいらっしゃるので

すが、指導の中で、水泳が得意ではない児童が、インストラクターの指導方法に

よって怖い思いをしたということがあったので、そこは先生が指導しているわけ

でないという部分の課題かと思います。 

◆教育委員（池島明子）奥委員からの質問と似ているところがあるのですが、小学

校の教育の良いところは、クラスの児童を同じ先生が教えているところで、生徒
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児童の個性を十分に理解した上で指導するということが良いところだと思ってい

るのですが、費用対効果と言いますか、外部のプールを使った方がいろんなこと

を考えて良いということも理解できるのですが、施設は外部の施設を使わせてい

ただくとしても、将来的には担任の先生が教えられるように、先生方の指導スキ

ルにばらつきがある、水泳授業の質の確保というのが理由の２つ目にあるのも分

かるのですが、そんなことを言いだしたら、じゃあ跳び箱を教えるにおいても先

生のスキルが違うとか、いくらでも言えるようになるのではないかなと思うので、

施設はいろんな事を考えて民間のものを使っても良いと思うのですが、スイミン

グスクールのコーチはあくまでもコーチで、教育者ではないのではないかなと思

いますので、技術を教えることはできても、子どもの心を育てるというか、水泳

を好きになる気持ちを育てるのをどこまで期待できるかということが少し疑問に

思うのですが、そのあたりはどのようにお考えか教えていただけますでしょうか。 

◆市長（南出賢一）今の質問は教育的な要素が入っているので指導課からお答えい

ただけますか。 

◎指導課長（藤谷考志）おっしゃられる通り、担任の先生による指導が大切だとい

うことはとても重要だと思っております。学校水泳授業の民間委託の場合、指導

の場に担任の先生もいるので、子どもたちの心の面はしっかりカバーしていきな

がら、やはり技術を教えるという点については、インストラクターはすごく長け

ていると思うので、跳び箱指導の話も出たかと思いますが、水泳指導というもの

の特殊性はとても高いと感じており、水泳をインストラクターに教えてもらうの

はとても効果的だと思っています。ただ、担任の先生が必ず現場に行って、１人

ひとりの個性を理解した上で見ていく必要はあると思っております。 

◆教育長（竹内悟）私も小中学校の教員をしておりましたので、学校の水泳は、多

い学校で１学年３クラス、少ない学校では１学年２クラスで、予備の先生を入れ

たとしても、授業には３・４人しかいない。それで、約 100 人ほどの児童を見る

という状況を考えると、スイミングスクールに委託すれば、技術は教えてもらっ

て、陸上監視や、先ほど大塚課長が動画の中で説明してくれましたが、発達障が

いの児童にはマンツーマンで先生がつくことができる、これは学校のみだとまず

あり得ないところになります。それと、これは中学校の体育の授業でもそうです

が、泳げる人数が多いと、泳げる子はどんどん泳げという風に、特に指導もなく

泳がせるだけで、先生方は手のかかる泳げない子の指導にしか行けないという偏

った授業形態になってしまうことがありますが、委託によって泳げる子も泳げな

い子も全ての子どもに対して手がかけられるというところが、メリットとして大

きいかと思っております。 

◆教育委員（澤田久子）委託することで、教員の負担というのはすごく違うと思う

んです。目に見えない、毎日のプールを管理するということはすごく労力が要り

まして、機械の点検をして、水質検査をし、薬を入れたりとか、プール開きする

時の掃除とか、終了時のこととか、毎日機械を動かしておかないといけないので、

そういう労力がなくなるだけで、ずいぶん教員の負担は少なくなると思います。

先ほどの、担任の立場と言いますか、教員も気をつけておかないといけないのは、

民間に委託したから全部おまかせ、となってはいけないと思います。担任のする

べきこと、上から見ているだけじゃなくて、関わっていく気持ちでいかないとい

けないと思います。委託しているから水泳指導はしなくていいんだとならないよ

うにだけ気をつけていけば、すごく良い面がたくさんあると思います。やっぱり、

しっかりとしたコーチの人に指導してもらえれば、水泳がうまくなる子もいると

思うので、担任が子どもの様子を見て必要に応じた指導をしていけばいいのでは

ないかなと私は思います。 
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◆教育委員（奥健一郎）今のことに関連するのですが、先ほど言いましたように、

量的なことはよく分かります。本当におっしゃる通りだと思います。これでだい

ぶ管理の手間が省けるということですね。最初に申し上げました質的な話ですが、

委託という言葉の定義ですが、例えば水泳に限らず、あるいは他の体育の項目に

限らず、教科に限らず、丸投げと任せるは違うじゃないですか、これは民間でも

そうです。委託という意味なのですが、例えば高校であれば、教員免許を持って

いる人と、受験なども含めて教えるプロの先生と、それとどう違うのかというと

ころです。委託とそれと、教育の質的な意味でどこが譲れなくて、どこを相手に

やっていただくのか、そこはどうなんですか。そこが分からないです。 

◎教育政策課長（大塚和弘）民間委託を進める中で、委託前に実際に先生方に来て

いただいて委託先の事業者の方といろいろ話をしてもらうなかで、見学の子がい

た場合にスタッフさんがついてくれるんですかといった風に、そういった認識の

先生もいらっしゃいました。先日、教育長から各校長先生に、この水泳授業の民

間委託については、実技の指導と、その実技についての評価の部分を委託してい

るのであって、その他の児童生徒・保護者対応というのは学校側でしていただく

ことになりますという話をしていただいております。 

◆教育委員（西尾剛）この水泳授業の民間委託における課題で、移動時間がかかる

と。確かにこの資料を見ると、この例ではだいたい往復で１時間かかっていると。

そしたら１回授業をした時に、50分間の授業となっていますが、中学年や高学年

については、１度の授業の時間をあと 30分延長するとか、２コマ分に増やすとか、

低学年は体力的に難しいと思いますが、そうすれば行く回数も減らせるし、移動

時間の無駄も減ると思うのですが、この 50 分という設定はなぜこの時間なのでし

ょうか。 

◎教育政策課長（大塚和弘）委託事業者との話の中で、実際にカリキュラムの中に

組み込むにあたってというところも含めた時間設定になっておりますが、西尾委

員がおっしゃるように、他市では 90分としているところもあります。 

◎指導課長（藤谷考志）時間の話で言いますと、小学校の授業では、１コマ 45分に

なりますので、２コマで 90分になりますが、今までの水泳授業でも 90分全部が

水泳そのものの指導ということではなくて、準備等いろいろなことを含めての 90

分になりますので、そのうちの 50 分ということと、やはり体力的なところで 90

分間全部をプールで水泳そのものの指導というのはなかなか難しいところもある

のかなと思います。 

◆教育長（竹内悟）もう少し大きく、授業時数の面から考えると、年間の授業時数

というのは、過去に小学校は水曜日の午後からは授業なし、などのスタンスを取

っていましたが、今は泉大津の全小学校は水曜日も５時間目を必ず行っています。

そのカリキュラムの総合計を考えると、基本 35週計算をしていますが、それ以上

あります。ですので、授業時数全体である程度余裕が生じているのも事実です。

ですから、これで体育の移動や着替えの時間で、何かの授業時数にしわ寄せが起

きて、時数が足らなくなるということは現在ないです。 

◆市長（南出賢一）だいたい今の議論で全体像については分かってきたかなと思い

ます。近隣でも民間委託が増えてくる中で、施設の確保という問題がきっと出て

くると思いますので、そのあたりまたしっかりと対策も練って考えていただけれ

ばと思います。 
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（３）英語イマージョン教育について 

 

◎指導課長補佐（森田有加里）Good afternoon ladies and gentlemen.Thank you very 

much for having me such super formal conference and I’m very happy to make 

a presentation which is about IMMERSION PROGRAM that Hama elementary school 

has been having for a year and a month so far. And thank you for the opportunity 

and I hope you enjoy it.  

  Before explain about this program. I have one question. Do you know the word 

of immersion? What’s immersion. Answer is this. Immersion is just coming 

from the word of immerse. イマージョンは浸すという意味の英語からきていま

して、イマース（immerse）の名詞形です。言語の環境に浸すことによって、その

言語を身に付けさせるというもので、国語や算数といった教科を英語で学ぶこと

によって、自然とその言語を習得するというのがイマージョン教育です。冒頭で

少し、イマージョンプログラムに浸っていただこうと思いました。英語で聞いて

いてもなんとなく、「今これについて説明しようとしているんだな」と分かっても

らえたらいいな、そういう環境で子どもたちもいろいろな教科を学ぶことで、教

科の内容だけでない効果を狙っていきたいと考え、このプログラムを始めました。 

このプログラムに期待する効果として、まず、今、日本で普通に日常生活を行

っていると、英語を聞いたり目にしたりする時間というのは、外国語の授業の時

間しかなかなかなくて、１日 24時間の中で毎日英語の授業があったとしても、中

学校で 50分、小学校だったら 45分しかないので、言語を身に付けるうえでは短

いのではないかということから、体育科や技術家庭、昨年は、「protein(タンパク

質)」など言いながら食育の授業でも部分的に行ったり、音楽では連合音楽会で４

年生がトイストーリーの映画のテーマソングを合唱したときにＡＬＴの先生の力

を借りたり、体育大会で準備運動のラジオ体操を「チャチャスライド」というア

メリカバージョンのラジオ体操のようなウォームアップを取り入れたりすること

で、少しずつ英語のシャワーをたくさん浴びてもらいました。今年度はそれに加

えて、小学校１年生２年生の算数で数を数える単元等でイマージョンを取り入れ

たり、図工でも試験的に行ってみたり、慣れ親しめそうか図っているところです。 

こういったプログラムを行おうと考えたのは、言語活動はもっとリアルな目的

を持って取り組む必要があるのではないか、授業全体を言語活動にしないといけ

ないのではないかという声があがり、令和３年度は私自身も当時勤めていた東陽

中学校が大阪府の研究調査校に指定され、活動の対象として、ＡＬＴの先生に何

かを伝えるであるとか、授業の中で教員と生徒の英語の発話を 50％以上にしてい

こうとか、こういうふうにとにかくたくさん英語を使ってみることで、単元の最

初から「これを言いたかったけれど、言えなかった、悔しい。次の時間では言え

たらいいな。」と思えるような試行錯誤する場面を作っていくことで、どんどん目

的意識を持たせていきました。効果としては英検３級程度、これは取得している

という意味ではなく、スピーキングテストなどでそれくらいの英語力を持ってい

るということですが、その生徒が 25％から 41％に上がったり、社会に出たときに

役立つ力がついたと思っている生徒の割合も 56％から 88％に増えたという現状

があったりし、このプログラムにぜひ取り組みたいと思いました。低学年からの

導入で子どもたちの抵抗感をなくしていったり、スムーズに学校や生活の場面で

も英語の使用をどんどん増やしていける、中学校ではその小学校の基盤があるの

で、より効果のあるやり取りができたりするということを狙っております。体育

科から始めたのは、比較的日常的な指示や会話ができ、デモンストレーションで
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見せながら進めることで、子どもたちがついていけるのではないかなと考えたか

らです。文部科学省から毎年１月に英語教育実施状況調査という小・中学校に行

っているものの指標があるのですが、中学校で教員の英語による発話量が 50％以

上の割合が学校の中でどれくらいかというものについては、泉大津市は令和３年

度から割合が上がっていき、今は市内全小中学校で 100％となっています。小学

校では、授業における児童の英語による言語活動の割合が 75％以上のところもあ

り、令和３年度から上がっております。 

  ここで、What‘s Immersion ということで、浸すという部分については伝えた

のですが、History（歴史）の側面と Open doors（扉を開く）の側面を説明させ

ていただきます。この地図に注目いただきまして、ご存じの方もいらっしゃるか

もしれないですが、このプログラムはカナダのケベック州で始まりました。ここ

には昔、フランスの人が住んでいて、そこにイギリス人が来て、植民地にしてい

きました。そこでフランスのカルチャー（文化）やランゲージ（言語）を守りた

いと思った人たちが、自分たちの子どもにフランス語もフランスの文化も学ばせ

ていこう、英語とフランス語の両方を身に付けられるように教育をしていこうと

いうことで、1965 年 French Immersion（フレンチイマージョン）というのがケベ

ックで始まりました。それを経て、スペイン語圏のメキシコとの境界のところで

住んでいる人が多いアメリカの南部のヒスパニックから、アメリカでも 1970年代

からどんどん増えていき、2011 年には、韓国、南アフリカ、アジアの国々など、

世界 500校以上でこういったプログラムが行われています。そして日本では、1992

年に静岡県の加藤学園というところで初めて行われました。岡山県の公立の石井

小学校でも、昨年見に行きましたが、17年の歴史を持ってこのプログラムを続け

ておられます。 

  Open doors と先ほど申しましたが、このイマージョンプログラムというのは、

子どもたちにとっていろいろな扉を開くものだと考えています。もちろん世界へ

の扉、異なる文化への扉、新たな人々と出会う扉、もっとたくさんのアイデア、

考え方をシェアする、そんな扉も開く取組みになると思っております。もっとい

ろんな人と理解し合え、世界と繋がれることになると思っています。そしてまた、

“Exeperience different world”、異文化・異世界を体験するにあたって、今市

内では、フィリピン、インド、パキスタン、ベトナム、中国、韓国・朝鮮、スリ

ランカなどの国籍の子どもたちが在籍して、勉強してくれているのですが、彼ら

にとっては日常生活がジャパニーズイマージョンプログラムのようなもので、日

本語のシャワーをたくさん浴びながら、教科の内容までは一気に深く学ぶことは

できなくても、日常会話の中からどんどんいろいろな力を身に付けてくれていま

す。そういったところから、地球の一員として、Global citizenとしての、どこ

の国の人だとかどこの出身だとかだけではない、全員がこの地球に生きている一

員だなという感覚も養ってもらえたらなと思っております。 

もちろん、メリット・デメリットがありまして、よくメリットとして挙げられ

ているのは、英語コミュニケーション力、英語で考え話す力がつく、あとは、物

事に対する理解力・認知力がつく、「これってもしかしてあのことを言っているん

じゃないかな」と察する力もつくと言われています。あとは多様性を受け入れる

姿勢、英語で話す力や考える力をはかるために、浜小学校を英検の準会場として

受けられるようにもしています。反対にデメリットといえば、ＡＬＴの先生が英

語で指示をして、子どもたちが、「これってこう言っているんじゃないかな」と脳

で考えている時に、全部を訳していってしまうと少しもったいないということで

す。子どもたちの様子を見ながら、説明が必要なときには適宜、担任の先生が説

明し、「これってこういうこと？」と確認をする場面を作りながら進めています。
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もうひとつは、お金がかかるプログラムだというところがデメリットとして一般

的にいわれています。 

  成果検証としては、浜小学校で児童に取っているアンケートによると、「外国の

人と英語を使って話せるようになりたい」、「話してみようと思う」、「伝えること

は楽しい」という項目の割合は上がっています。逆に、「自分の思いや考えを英語

で表現できる」、「英語を使って自分のことを紹介できる」という項目では、割合

が下がっています。これは、今まで教科書では、「I can swim.」くらい言えてい

たら、「できた！」と思えていたのが、もっと言いたいことがあるのに、伝えるの

って難しいんだなという風に、どんどん伝えたいことや表現したいことが増える

分、難しさも感じるということがアンケートに表れています。教員向けのアンケ

ートでは、「子どもたちの意欲や達成感の向上、英語で授業を行いやすくなった」

という項目は、向上が見られていまして、保護者アンケートにつきましても、「英

語力向上に有効だった」、また、「英語力向上以外にも有効な取組みである」とい

う項目も高くなっております。 

  では、イマージョン教育の様子の動画をご覧ください。毎週月曜日と木曜日に、

モーニングブロードキャストというものを朝の時間に行っております。 

◆教育委員（奥健一郎）Thank you very much for your very fantastic presentation 

and immersion program is very fantastic. So I have one question as you said 

it is very important and it’s indispensable to be citizens and I agree but, 

do you have an actual case for talking to foreign people for elementary school 

students now?  実際に外国の方と合って話をする機会はありますか。 

◎指導課長補佐（森田有加里）浜小学校は浜辺に近い小学校で、防災の教育も取り

組んでいて、７月７日には台湾の防災協力団の方が 17名来られます。３月には１

年に１回、回避可能な死の国際啓発デー、Day for Avoidable deaths、という日

があって、浜小学校・泉大津市全体が防災教育でお世話になっている城下先生と

いう関西大学の先生が関係しているものなのですが、昨年度は、そのなかで他国

から防災という観点で浜小学校を視察に来られた際に、子どもたちが作った防災

のゲームなどを一緒にしたりするなどの機会がありました。 

◆教育委員（澤田久子）私も浜小学校を見に行かせてもらって、子どもたちが普通

に英語をしゃべっている時もあったりして、とっても良いなと思ったのですが、

こういった子どもも良い、教員も良い、保護者も良いと思っているこの事業です

が、浜小学校だけだと、浜小学校に通っている子はいいが、他の学校の保護者も

良いなと思っても浜小学校に通わせるわけにはいかないので、今後どのように広

めていくかなどは考えていますか。やはりお金のかかる話だと思いますし、でも、

良いことは広めていってほしいなと思うし、特に中学校に行ったときに、浜小学

校の子はいいけど、何もしていない小学校と一緒になったときに全然文化が違う

となると、格差のようなものもできてきたりするし、このあたりのところを今後

どういうふうに考えていくのかなというところが疑問なところです。 

◎指導課長補佐（森田有加里）まだまだ構想段階ではありますが、浜小学校は東陽

中学校区の小学校なので、誠風中学校区、小津中学校区の小学校をまずは２年に

１校ずつ増やしていけたらいいなと考えています。今年は２年目ということで、

効果検証も進めながら考えています。 

◎指導課長（藤谷考志）課としましては、森田補佐から説明があったことも１つと

して考えていまして、他の方向性としては、公教育ですので、浜小学校を特区と

いうような形にして、市内の子どもであれば浜小学校に通うことができるように

するということも考えておりますので、それらを研究して考えていきたいと思っ

ております。 
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◆教育委員（西尾剛）浸すということですから、相当長時間とか、繰り返ししない

と浸すということにならないと思うのですが、ＡＬＴの外国人の先生がおられな

くても、通常の授業で日本人の担任の先生が英語で体育などを指導する、それを

長期間、何か月もやるということではないのですか。ＡＬＴの先生がいる限られ

た時間だけやるというということですか。 

◎指導課長補佐（森田有加里）日本人同士だと英語を使う必要性が生まれにくい、

日本語でも伝わるじゃないかということになってしまうので、担任の先生に、ど

んなときも英語をなるべく使ってくださいということにはしていませんが、ＡＬ

Ｔは、年間 200 日、月曜日から金曜日まで、１時間目から６時間目まで、浜小学

校にいてくれるので、体育をメインになるべくいろいろな授業にも顔を出しても

らっています。また、狙っていたねらいではないことですが、先生方もどんどん

英語を使って楽しみながら、1人でもイマージョンをしてくれている人もいます。 

◆教育委員（西尾剛）そうなると、なかなか先生によって得手不得手があると思い

ますが、確かにＡＬＴの先生がいない時も担任の先生に頑張っていただけると、

時間的に英語に触れるのが長くなって良いと思いました。 

◆教育委員（池島明子）掛けると浸るは違うと思います。ちょろっと掛ける、どっ

ぷり浸る、だと思うので、担任の先生方でもやっていただいている人がいらっし

ゃいます、ではなくて、例えば朝の時間はこういう言葉でやってくださいと続け

ないと、子どもの頃に１年間海外に留学していたけれども、日本に返ってきたら

１年で忘れたという方もたくさんいらっしゃると思うので、せっかくこうして取

り組まれているなら、先ほどの水泳の授業で、苦手だから外部委託するというの

と同じで、これも専門家に任せただけで終わるのではなくて、専門家がやってい

ることをそのまま真似できる部分だけでもいいので、担任の先生ができるように

していだたかないと、浸るではなく掛かっただけ、乾いたら終わり、となりそう

だと思ったので、ぜひ継続していただけたらと思います。 

◆市長（南出賢一）２年間で検証もしていって、良い効果もたくさん出てきている

と思いますので、今後の展開につきましてはいろいろ相談しながらぜひ進めてい

けたらと思います。先ほど特区という話がありましたが、浜小学校区にシーパス

パークが６月 27 日にオープンしまして、緑豊かな公園ができたということと、こ

ういった特色のある取り組みをしているということをしっかり発信していると、

もしかしたら、ここで教育を受けさせたいという親子が移り住んでくれる可能性

もあると思いますので、ぜひそういった観点でもアンテナを高く持っていただい

て、児童の変化が数にどう表れるかということも中期的に見ていただけたらと嬉

しいと思います。 

 

 

（４）いじめ防止相談ツールについて 

 

◎指導課長補佐（松葉康孝）昨年度９月より小学校４年生以上、中学校に導入した、

いじめ相談ツール「マモレポ」について説明します。まず、「マモレポ」とはどの

ようなものなのかを説明させていただきます。いじめ防止相談ツール「マモレポ」

は、子ども達のヘルプサインを受け取るためのアプリです。子どもたちが持って

いる学習用の一人一台端末にインストールされた「マモレポ」のショートカット

から SOSを発信することができます。 

マモレポでの相談の流れの資料をご覧ください。まず、マモレポを使って学校

に連絡します。名前を書いて連絡をするか、匿名で連絡するかし、教職員が確認

します。さらに詳しく話を聞いたり、内容によって見守りをするなどの対応を考
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えたりするためのアプリとなっております。学校では、管理職や生徒指導主事等、

学校の実情に合わせた担当者が毎朝確認することになっています。何か相談が来

た時に、メールのように通知がくるものではございませんので、朝、学校の代表

の者が確認をする、何か相談があれば該当する学年に共有するなどして対応して

いくことで、相談された教職員が一人で抱え込むことなく組織的な対応につなが

ります。 

ここからは、児童生徒が操作する画面や学校の管理画面等を見ながら説明して

いきます。児童生徒の端末にあるショートカットをタップすると、学年を選ぶ画

面に移ります。学年を入力して、「次へ進む」をタップすると、名前を入力する画

面へ移動します。ここで、名前を入力して相談したい場合は直接自分で入力して、

匿名で相談したい場合は、「名前を言わずに相談する」にチェックを入れて次に進

みます。この後は、子どもたちが画面をタップしながら進めていきます。いつ起

きましたか、今も続いている場合は、下のチェックを入れます。どこで起きまし

たか、誰のことですか、これは自分自身がされたことだけではなく、友だちがさ

れているのを見たり聞いたりしたということも相談できる選択肢になっています。

次が、何が起きましたかを選ぶ画面になり、言葉の暴力からその他までの８つか

ら選ぶ、という流れで、ここまでタップだけの簡単な操作で進められるアプリと

なっています。その次の画面では、相手は誰ですか、知っている人はいますか、

詳しい内容があれば書いてください、ということでキーボードを使って具体的な

ことを書く画面になっています。最終、自分が今まで選んできたものを確認して、

どういう内容を書いているか確認し、送信するというボタンを押せば相談できま

す。ただ、いたずらやなりすましがあると、学校が混乱することがありますので、

そういったことがあって本当に対応しなければならないケースの適切な対応が遅

れるといけないので、「いたずらやなりすましは、法律で罰せられる可能性があり

調査する場合もあります。」という文言を入れさせてもらっています。 

次に、学校側、教育委員会側の画面を説明します。これは指導課が見られる画

面ですが、各学校何年生でどんな内容があったかが見られます。名前を書いてき

てくれている分については、今は名前を消しています。ただ、個人情報のデリケ

ートな情報が含まれていますので、校務系のネットワークのみで見られるように

なっていて、教員の携帯電話や、他のネットワークでは見られないようになって

います。学校は先ほど言ったように、朝確認をして、確認できた時点で、対応中

にチェックします。確認漏れがないように、指導課でも１日２回、朝と昼に確認

をして、学校が未対応のまま置いているものに関してはすぐに連絡を入れて対応

を促すようにしています。また、内容を見て必要に応じ、重篤な事案に繋がらな

いように教育委員会から指導助言を行ったりしています。最終的にどうなったか、

学校の対応をメモできるアプリとなっております。アプリについての説明は省略

しながらですが以上になります。 

このアプリを効果的に活用するためには、実際に教職員と児童生徒との良好な

人間関係や信頼関係が必要です。あくまでも相談窓口であって、その後は教員が

対応することになりますので、お互いの人間関係が大切だと考えております。学

校にもそこの人間関係を結べるようにと指導課から指導助言しています。また、

児童生徒には、配布資料の最後のものが、子どもたちと保護者に説明する時のプ

リントになりますが、やはり、ネットを通じてのものなので、学校の先生が確認

するまで時間がかかったりするので、できるだけ直接話をしてねというメッセー

ジであったり、困っていることがあれば助けてあげたいという気持ちがあるので、

できるだけ名前を書いて投稿してね、というメッセージを入れています。裏面の

一番下には、先ほどあったように、いたずらやなりすましや、命の危険が考えら
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れる、自死をほのめかすような文言が入っている場合は、業者に確認すると、匿

名であっても特定できるので、そういう場合には相談者の確認を行うこともあり

ますというメッセージを入れています。 

  昨年９月の導入からの相談件数です。一番左側の欄の９月 10月のところは、２

ヶ月分あるのと、学校がテスト送信したりしている件数も含まれているので少し

多くなっていますが、表のとおりになっていて、５月末時点で 150 件の相談が入

っております。ちなみに、このアプリを導入しているところの平均半年分を聞い

たところ、小学校で３件くらい、中学校で１件ということなので、泉大津市はか

なり活用しているという状態となっております。相談の内訳としては、実名での

相談より匿名での相談が多く、また、具体的な情報が少ない相談も多く、直接的

な対応が難しいケースも多々あります。そのような場合には、学校では、当該の

学年であったり、学校全体であったり、担任から教室で話したりなど、場面はい

ろいろありますが、「マモレポへの相談ありがとう。力になれることがあれば助け

てあげたいけど、情報が少なすぎてどうしてあげたらいいか先生も困っている。

もう一度、もう少し詳しい内容で送信するか、直接相談に来てほしい。」というよ

うなメッセージを伝えることで、その後、本人が直接相談に来て対応したり、そ

の後、具体的な内容が書かれたものが送られてきて対応したりができて、安心な

環境が作れる、といったことに繋がったケースもあります。他にも相談者不明の

ままというケースもたくさんあるのですが、当該学年で情報共有をして、教職員

の見守り体制を強化する、子どもの様子を見るアンテナを高めるということに活

用したりしています。 

次に、いじめかいじめ以外かの表については、学校が分類したものですが、い

じめ以外の 25件の中には、匿名ではあるが、具体的な内容が書かれていて虐待の

疑いがある相談もありました。命の危険ということがあったので、業者に相談者

の特定を依頼しましたが、学校で日頃からの子ども理解の促進で掴んでいる情報

から、業者の特定情報を使わずに、相談者の目星がつき、自然な形で声をかけ、

子育て応援課と情報共有して対応したケースもあります。もう１件、業者に特定

を依頼したケースがありましたが、それも学校の情報収集や情報共有により、業

者の情報を使わずに学校が直接対応できました。 

次に、起こったことを分類別にみると、表のとおりになっております。次に誰

のことかというところでは、大部分は自分のことを相談していますが、友だちが

困っているのを見た・聞いたというところを合計すると 30 件あり、全体の 20％

になっています。これまでは、困っているなというところを見たり聞いたりして

も、なかなか直接先生に伝えに行くことに抵抗感があって伝えられなかったこと

で、でもやっぱり先生に伝えておこうかなという気持ちになって、タイムリーで

はないけど学期に１回のいじめアンケートのタイミングで、友だちがこんなこと

をされていた・こんなことを聞いたと記入してくれているということがありまし

たが、マモレポを導入したことによって、タイムリーに友だちが困っていること

を学校の先生に伝えることができるようになり、早期対応にも繋がっていると考

えています。 

最後に「マモレポ」導入での効果とより効果的な活用のために必要なことにつ

いて報告します。これまで「マモレポ」に入った相談 150 件全てが直接的に対応

し解決できたケースばかりではありませんが、児童生徒の相談窓口としてのツー

ルとして、児童生徒にとって使いやすいものになっていると考えています。また、

相談しているところを知られたくない、助けてほしいけど自分から相談するのは

抵抗があるなど、いろいろな複雑な気持ちが働く中で、匿名相談もできるので、

相談することに対しての不安な気持ちの軽減にもつながっていると考えています。 
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子どもたちが SOS のサインを出しやすく、相談することのハードルを下げ、早期

に相談できることから、教職員の早期対応につながり、子ども達は、困ったこと

があって自分で解決できないときは SOS を出してもいいんだという安心感にも繋

がっていると考えています。ただ、SOS を出しても実際に対応するのは生身の人

間ですので、効果的に有効活用していくためには、当たり前のことですが、児童

生徒と教職員の信頼関係がないとこのツールを効果的に使えないと考えています。 

また、どんな相談であっても、的確なアセスメントに基づいた対応のための組織

体制と同僚性が重要だと考えております。子ども理解、子どもの背景であったり

特性であったりを理解することを進めていき、必要に応じて専門家と連携するこ

とが、有効活用するために必要なことだと考えております。 

◆教育委員（奥健一郎）ご説明ありがとうございました。私は、鹿児島にいたとき

にチャイルドライン鹿児島というものを創立した経験があるのですが、電話をか

けるということは子どもにとってはかなり抵抗がある感じがありました。先ほど

おっしゃったように、子どもと教職員との信頼関係というところで、マモレポを

使って名前を書かずに連絡、名前を書いて連絡と言っても、結局学校の先生が内

容を確認するわけですから、ここに対する抵抗というのはまだあるのかどうなん

でしょうか。例えば、そういったことをほぐすために何かされている工夫などは

あるのでしょうか。初期動作で円滑にいくために、向こうが勇気を持って言って

きてくれたわけですから、それを評価したり褒めたりして、気持ちをほぐして初

期動作をうまく持っていくような工夫はされていますでしょうか。 

◎指導課長補佐（松葉康孝）抵抗ということで言うと、実際 150 件あった相談の中

で、中学生くらいになるとツイッターにツイートしているような、「今日こんなこ

とあった」というような、相談なのか分からないものも含まれています。 

◆教育委員（奥健一郎）それも含めて 150件なんですね、なるほど。 

◎指導課長補佐（松葉康孝）そういった相談があったときに、本人は相談を送った

ということは分かっていますが、周りの子は知らない状況なので、最初に、匿名

で情報が少なかったときに「相談ありがとう。助けてあげたいからもうちょっと

詳しく教えてほしい。」というのを、あえてクラス全体や学年全体の前で伝えるこ

とで、相談してもいいんだ、助けてくれるんだというような気持ちになるような

働きかけはしております。 

◆教育委員（奥健一郎）そういうことをしているんですね。わかりました。ありが

とうございました。 

◆教育委員（澤田久子）何点か聞きたいことと感想を話したいと思うのですが、ま

ず、いつでもこういうことがタイムリーにできるということはすごく良いなと思

います。やっぱりアンケートとなると学期に 1 回とかになるので、その都度伝え

られるというのはとっても良いと思います。マモレポというのは費用が結構掛か

っているのでしょうか。良いものだったら続けていってほしいと思うのでその辺

りがどうか教えていただきたいです。もう 1 つ聞きたいのは、相談した子が書い

たものは、担任の先生など学校の先生は誰でも見られるのでしょうか、見られる

人は決まっているのでしょうか。なぜそんなことを聞くかというと、いろいろな

人が見られるのは良いと思います、担任だけだとついつい見落としてしまうこと

もあるので、言っていたのに対応していなかったり、管理職に伝えていなかった

りということもあると思うので。ただ、子どもによっては、この先生には知られ

たくないとか、案外そういったこともあったりするので、その辺りのところが微

妙だなと思ったので、見られる体制はどんな風になっているのか聞かせていただ

きたいです。 

◎指導課長補佐（松葉康孝）１点目、費用についてですが、年間 1人当たり 253 円
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です。 

◆教育委員（澤田久子）費用は本人ですか。 

◎指導課長補佐（松葉康孝）予算計上して、市が出しております。 

◆教育委員（澤田久子）わかりました。 

◎指導課長補佐（松葉康孝）２点目の学校の中で誰が見られるかというところです

が、教職員用のアカウントは全教職員が持っている状態です。なので、見ること

はできるのですが、学校の実情に合わせて、そのアカウントを使って担任が見ら

れるようにしているかは、バラバラな状態です。実際のところ、中学生くらいに

なってくると、先生に対する意見もあります。それを担任が直接見ると、教員も

心が傷つくということがあるので、学校の実情に合わせて、管理職だけで見てい

るところもあります。 

◆市長（南出賢一）引き続きこのシステムについては、今後も継続して続けていき

たいということでよろしいですか。 

◎指導課長補佐（松葉康孝）はい。 

◆市長（南出賢一）わかりました。ありがとうございました。 

 

 

（５）その他 

 

◆市長（南出賢一）その他で私から１点ありまして、児童生徒のマスクの着用につ

いてですが、教育長、教育委員会も意識をして、積極的に外すように言っていた

だいていると思うのですが、この前見たら、下校時に子どもたちの半数以上がマ

スクをつけていたんですね。これは危ないですね、危ない。子どもたちは背が低

いですから、アスファルトジャングルですから反射熱で危ないです。子どもたち

は体感も違いますし、これは自由という問題じゃなくて、危機管理意識で言うと、

帰るときには先生は児童生徒の様子が見えるわけですから、外しなさいというこ

とをちゃんと言わないと、危機管理上、非常に危ないのではないかなと感じてい

ます。民間へ行きますと、先生も子どももみんな外しています。その代わり手洗

いはちゃんとしている。そういう風にしていかないと、正しい知識がないままに

なんとなくつけているというのは非常に健康のリスクを脅かす可能性があります

ので、その辺りの意識の徹底をぜひお願いをしたいなと思います。 

  その他ございませんか。 

◆教育長（竹内悟）総合教育会議の目的を皆さん再度改めて確認したいのですが、

今日はただの報告会ではありませんので、それぞれの課が今現在進めている事と、

市長の意見と教委委員会の委員の皆さんの意見のすり合わせの上で、じゃあこの

のまま進めていくんだ、とか、もう一歩つき進めていくんだ、というのが総合教

育会議の目的なので、市長のトップダウンでこれをやらなければならないという

訳ではありませんし、教育委員さんの反対でそれはしません、というものではあ

りません。すり合わせの場所で、お互いに、子どものために、とかいろいろな教

育関係のことを前に進めていくための会議だということをご理解しておいてくだ

さい。よろしくお願いします。 

◆教育委員（西尾剛）いまおっしゃったマスクの件ですが、確かにうちの近所でも

見ているとだいたい中学生の半数以上が登下校の時に暑いのにきちっとマスクを

つけています。１ヶ月くらい前に、千葉県の教育委員会がマスクを外しましょう

ということを発表して、それに対しては、よく言ったという賛成の意見と、自由

じゃないかという反対の意見の両方が当然出て、ネットに載っていましたが、私

は個人的には市長がおっしゃるような考え方なんですが、なかなかそれを学校で
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こうしなさいというのは、自由じゃないかという意見があるから難しいのではな

いかと思ってはいます。特に児童生徒は良いですが、教職員に対してこうしなさ

いというのはなかなか難しいのではないかと個人的には思っています。市長も同

じお考えでしたら、学校のことに関してはあまりご発言はできないと思うのです

が、学校を離れた一般的なこととして、子どもに対してマスクを日常生活で外し

ましょうというメッセージを送ることはできるのではないかなと思いました。 

◆市長（南出賢一）はい、教育長も言っていただいていて、私も度々送ったり、こ

の間もシーパスパークのオープン前日に小松町４号線が開通する前、１時間半ほ

ど様子を見ていた時に、浜小学校はほとんどの子がマスクを外していました。た

だ、何人かの子がつけていた時に、「外していいんやで、暑いから外した方がいい

よ」と言ってあげたらその場で外しました。だから、無意識のうちに、もしかし

たら、同調圧力のようなものを感じている子もいるんじゃないかなと感じました。

何が困るかというと、特定のシーン以外においては、科学的エビデンスのレベル

が高いものはないんですよ、マスクの予防効果って。むしろ風邪を引いている方

が飛沫を飛ばすのを防ぐであったり、花粉なんかは防げますが、普段つけていて

もなかなかウイルスを防げるかというと決してそうではない。むしろ昼以降ずっ

とつけていたら、マスクの雑菌で言うとえげつないくらいあるんですよね。そう

いう知識も知らずして、無意識で着けていること自体、人間の思考停止をしてい

ると思っていまして、だからちゃんと考えるということが大事だし、特に大人の

影響力は強いので、それを見て子どもがそのままつけているということが多いと

思いますので、そういったメッセージは、今分かっている範囲でしっかりと伝え

ていきたいと思っていますし、大人ひとり一人が、なぜ何のために着けるのかと

いうことを改めて考えてほしいなということはすごく感じています。ちゃんと伝

えるべきは伝えていこうと思っています。 

◆教育委員（西尾剛）市長は発信力が高い方ですから、そういうことは発信してい

ただけたらありがたいなと思います。 

◆教育委員（奥健一郎）協議ありがとうございました。個人的には、子どもに限っ

て言うと、マスクをつけるメリットより、マスクをつけていることによる呼吸困

難、もしもの際のですね、そういったデメリットの方が遥かに危険が多いと思い

ます。学校教育の場では校則というのがあって、服だったりいろんな規則がある

じゃないですか。子どもの場合は、規則というものに則って一定の動きをするこ

とが許されるわけですから、猛暑の中で着けるということは、個人的には、メリ

ットもデメリットも、遥かに呼吸困難の方が大きいと思います。 

◆市長（南出賢一）私も非常にそれを感じています。先生方はそれを見て、放置し

ているという状態が僕は異常じゃないかなと思っていまして、ましてこの暑いな

かですね。デメリットの方が間違いなく大きいと思いますね。なので、その意識

がそもそもないのであれば、ちょっと 1 回考え直したほうがいいんじゃないです

かってことは思いますし、私は私の立場で、メッセージは送っていきたいと思っ

ています。当然、血中の酸素濃度も下がりやすいですし、雑菌の問題もあります

し、あとですね、今現場で何が起こっているかというと、感染感染ってやりすぎ

て、逆に免疫がつかずに、今まで流行っていなかった病気が流行るっていうこと

も、実は現場で起きてるんですね。なので、ちょっと自然とともに共生するであ

ったりとか、その辺も一度冷静に、全体をもう少し考える必要もある岐路に立た

されているんじゃないかなと感想として感じています。 

  最後にちょっとだけ町の動きを話させていただきますと、教育委員会に頑張っ

ていただいて、図書館が一昨年前、９月にオープンしてから、１年半で 50 万人、

訪れる図書館になりました。人口の７万 3050 人が訪れています。 
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で、シーパスパーク、これが６月 27日にオープンしましてこの７月９日に、市

民主催のフェスをやります。今後、今置いているトレーラーハウスで飲食とか募

集して、多分店が出てきて、マルシェなんかも日常的に行うようになってきて、

１年後のちょうど１周年記念ぐらいに、レストランがあの中でオープンします。

多分、非常に賑わい空間になっていくと思うんですけれども、あの芝生広場も広

いですし、泥んこ遊びができるスペースもありますし、裸足で遊んだり芝すべり

ができたりということで、この前浜小学校の児童が、プレオープンの時に、本当

に楽しそうに遊んでる姿が印象的でしたけども、よりよい環境が出てくると思い

ます。 

それと最後に金芽米の話を、今給食でさせていただいていますけれども、実は

泉大津で妊娠届を出した時に、窓口で金芽米２キロをプレゼントしています。こ

れは東洋ライスさんとの実証実験ですけども、そのうち希望者に対しては、家族

も含めて、出産月まで、毎月 10キロの金芽米を無料で送付させていただいており

ます。前に金芽米のお話があったと思うんですが、白米と同じように炊けて、栄

養価がものすごい高いお米ということで、福岡、和歌山、東京の園・学校で、金

芽米を給食で出しているところとそうでないところのコロナの罹患率を調べたら、

食べているところの罹患率は６分の１なんですね。２年間で、今多分 500 社ぐら

いだったと思うんですけども、企業で、３分の１食、１日１食、玄米ないし加工

玄米・金芽米を食べている企業の社員と食べていない社員の医療費を２年間測定

したところ、やっぱり４割安くなっているんです。これは学会でも発表されてい

まして、やっぱり食べることで健康になるっていうことは非常にテーマとなって

いるということと、何が言いたいかというと、教育を取り巻くまちづくり、環境

全体子育て環境も含めて、町としていろんな施策を重層的に打ちながら、この町

で住みたい、この町で教育受けて、さらに子どもにも泉大津で教育を受けさせた

い、この中長期のことも含め、いろいろ進めていっているところですので、ぜひ

こういった情報も知っていただいて、総合的に子どもを育てる環境をより良くし

ていけたらいいなと思いますので、引き続きのご指導よろしくお願いしたいと思

います。 

 

 

※協議事項終結 

 

    午後３時２０分終了 


